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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9992 3,9920 -0,18% -3,95% 3,6374 4,1945

対円 JPY 27,23 27,27 0,15% 4,90% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,4441 4,4507 0,15% -1,76% 4,1646 4,6539

対ドル JPY 108,89 108,85 -0,04% 0,71% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 120,99 121,37 0,31% 3,03% 115,87 127,50

Index 107.556 108.408 0,79% 3,50% 108.408 87.536

bps 117,20 117,88 0,58% -13,67% 209,52 116,83

% 6,51 6,48 -0,46% -8,05% 9,34 6,48

% 4,76 4,74 -0,44% -6,40% 6,69 4,71

% 1,93550 1,92713 -0,43% -7,58% 2,8039 1,9271

Index 178,38 178,31 -0,04% 2,51% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のFOMCでは、FF金利誘導目標のレンジを０．２５％引下げ、１．５０－１．７５％に決定。利下げは３会合
連続となるが、今後少なくとも１回は政策を据え置く可能性を示唆したことで、４．０２レアル台を推移していた
為替は３．９８レアル台までドル安レアル高が進行した。ボベスパ指数はFOMCでの利下げの一時停止が示唆
されてから下落が反転し、１０８，０００ポイント台を回復して取引を終えた。FOMC声明文では「景気拡大の維
持に向け、適切に行動する」とのコメントを削除した一方で、「FF金利の適切な道筋を精査する」と記し、今後
経済データを注視していく姿勢を示した。パウエルFRB議長の記者会見では、「金融政策は良好な状況にある
と考えており、経済見通しに大きな変化がない限り、現行の政策スタンスは適切であり続ける可能性が高い」と
コメントした。
COPOMでは政策金利を０．５０％引下げ、過去最低の５．００％とすることを決定した。加えて、今後は同程度
の追加利下げが検討されるが、ここ数ヶ月より緩やかなペースになる可能性を示唆した。声明では、金利の不
透明感は残るものの、インフレ率の上昇につながる可能性があるとし、今後は景気循環と緩和の効果を見定め
ると発表。マーケットでは、インフレ率が依然として中央銀行の目標を下回っているなかで、利下げの停止を示
唆という驚きが広がっており、本日は各相場の変動に注視しておきたい。


